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 アユ養殖の手引その(2)

1大口薬.魚場小1山鋲碑
 ;ギ飼育質理上の条僻

 ア種菌人一手

 .種苗入手の・難易も事業ρ成否.牢支配する。

 揮蔵入手にあ㌣ては・時一期や苧別等充分考慮する必要秤あ
 る。本県のごとき河川産種苗が多獲され,また数餉には少い

 が,池内湖産小アユ及び海産稚アユまで入手で一きるところは

 少いと言ってよい。.

 入手時期は飼奮池の用水.が湧水等で,2～3月水温Iユ5℃
 以上あれば早いほどよく,一この期のものとしては海産か湖産

 ・の蝉を用い右カ∵海産の場合は歩留が悪,ドの一が普通であ㍍.
 河川産種苗としては3月上旬～5月上旬上の大型の方が望

 ましい。

 .イ餌料の入手

 養魚とは簡単に書って,一車価の安い鋸を単価り高い魚肉に
 切り・換える仕事一七ある.。

 餌としては何を何.処か.ら入手する牟.運搬,貯蔵及び一部
 餌料の自由化についても考慮することが大切である。

 ・動物質の餌料としてほ,.踊,魚肉(海産),魚秤(北洋産)
 が用いられ・植物質とレては麦帯・輝・フ久マ等で近頃は粉
 一末配合餌料が市販されているので便利にだ.った二

 入手に際し丁は安価で一なけれ1式たらないが品質の点一にも充。

 一分注意を要する。例えば品質の輝い増や鮮魚肉を使用して病一

 気や艶死魚を出すこともある'これなどは貯蔵中の変性が一多

 いよつである。

 ウ調餌機と動力

 鍋は煮ること,混ぜること。細断すること等が必要であり,

 普通煮釜と肉.挽鍵を備える必要が.ある。
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 毎日一の給餌料が.増してく一ると,動力としてモーター等が必

 ・要となるので.,酌力。線の醐.孫も考慮する必要がある。
工

 ⊥日少.くとも2回以上給餌する労務走注水・排水一の管・理が..

 心裏で・知らないうちに水が止って全滅さ・注た汐11・もあり・叉

 設煽の不備の.た.ヵ河や水路に逃がすこ一とも吻がなけれ.はなら

 ない.。・

 盗難防止・については住宅の近く干あ=るか一・番一舎・や外柵を作
 る必要がある。

一才水利権

 水利楴の問懸は後日給恥).穂と!よることが多いから一・逢組
 餉に処置一して'わかねぱ折角遣った'池が便屑できなかった・り事

 繋‡中途で放棄せざるを得ない瑠も=考えられる。

 仏一一義鮎の施設

 ■.生産規模と所・要一施設

 養鮎(ようてん〕。堆設を造る場合・経営規模が小さければ飼
 育池と簡単な錯異類で間に合うが・規模が大きくなるに伴って

 色々な施設や雑異が必要となる。

 副業,準専業,専業と類別した場合.大体次奉の様.に施設諸器

 具はその苧牽規模によって必要度が類別=される。
 ◎飼育管理を便利にして生産作業の効率幸呉く守る為には}=

 施設.や器具に工夫をこらさなければならない。

 ◎..反面で一は施設を簡易化。.して生産軍宇竿り下げることも必'
 嬰である。



 ⊥経営規模に応、じた必要施設
 1施設の種類と内容{一一一一…一一一

し____

 調鍋施設一・一

餌料倉

 冷凍又は冷一一

 著軌用釜1。.○
 調餌機10rO

li・
 計農具(秤)1OlO
l;

飼育用器具1=

 。耳料運搬異1.1一。
 給餌用具一1一・.
 取揚・用曳網一10
,1

 魚抄用1モ引O・1一○
 選別帯,;.O

 蓄養網活ス1・i・
 出荷用具il
i!

秤量器1010
 盾締用桶丑○≡O
-1;

 鮮魚輸送箱=○i○
山11

 活魚輸送用水槽1-l
 lさ

O;
O

Ol

.1
Ol

.O

Ol
Oi

Ol

Oi
Ol

()1
.1
Ol

Ol

 ◎一上記の器具中には一般家庭用品と兼用程媛で間に合う.も二、
 のもあり代用又は省略されるものもあるが一,生産盤が多く

 くなれぱ複雑化し,器早類も施設も中度化した方が有利た
 場合が多い。

 ◎仕事をするには土工具,木工具,金工具等載々必要を生
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 じてく』=るが,一般と兼用できるカ)ら省略'・ギる。

 .2一生菱雄設の概要.
 ア飼育'^

 条件…与えられた自然泰侍をでき11〕だけアユの換性

 に適合・せて飼育成㍗よ/づ'ること・.華捕管理を便dて生.
 誰効率をあげること・造池蜜・⊥.できるだ;・け安くして生涯一費を動

 り下げることが一考えられる。

 一(水資その他にっし)て.は.第V憤を琴一照されたし㌧)
 種類…池の養魚と異.なって.鎖蝕、池,稚魚池など不要

 で養成池のみでよい。

 事業計箇.に応じて,池の種類と衝教及び夫々の配置をよく研究

 して造らないと後で不便だ二)たり刺片j度の低い池ができたりす

 る。

 池の広さ一…便用目的と注水鎧と一地形セ夫々考える。

 養成池として川坪から5岬カ㍗、して、
 一池の画贋が狭すぎると生産があがりにくい。広すぎ一て水の交

 流か悪い場一言も造緯螢を多いJ'1∫た封含1・二歩くの魚が収容でき.

 ないから不経済であ1三。あまりに広.い1}合は給餌や蝦錆等管理.

 一作業;こも不漢一である。

 水の量…河g流れに棲む魚であ・るか・ら,池の水は絶え

 ず流れて動いていることが望まれる。一1

 注水軍は多い方が良く・.岬杉にもよ尋が99地C3・坪)の
 池として少な/一とも如・個位程度の注栖は必要である,。

 (註・水.ユ個ザ秒間にユ立方尽辛流㍗簸)
 .鮒を計画する.午担)には州く一ともユ揮坪の一1尺は必要でそ身1し以
 下・下1は任泰午して成1立.ちかr1毛・
 ユ個の水量で約⊥万尾位の養成を一目標にするが,池を連鮭す.る

 ㍗ミ厚輝、師度に午て二年で・ぎない=・
 使用済の水をポンプによつ一て反嚢使用の例もある二。・
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 池の形…甲形,一亀甲彬,く形,長方～彦,不正彬等色
 々 あるが,水の交流が良いこと.,飼育管理1こ便なこと.,魚の取

 揚げに挺なこと・造他愛が割安なこと等から夫々.七)1杉につい.

 て得失がある。

 注水の盟・,注水の圧力・注水の箇所撃,注水あ位置等を考えて..

 死水の場所㍗い池をつくる.'こ一と辛考えなけ1'はなら・㌣'。
 I他山が狭すぎ.ると一人影ビ姓司'≒て蝕取りが悪いから1ジ少・一く薬5米

 以十.の池内㍗要てあろ一11
 池の水深一・・池替暇揚作業1とぽどの棲慶が便剥カ)=,水・位と

 坦杉g・・関坪で.どの栂慶の株さカミエ細∵髄安価テなる"ど1カ)
 .ぜ考允・合せて決めた方が無難でめ㍍

 こ)ま・り疾い場合.こは地形削にも完全排水が!.1≒;難な場合が多く,1

 作業に不便な、と一はで戊く,屈1一に塚生種:した浮姥漆去.にも'困る。60

 ～90腕;位が適当で,注水部から排・本部にカ)けて池婁は少くと

 も・為勾銚あ扇斜差付け走フゴが如娃げや掃紅凌利㍍る。
 水面かb側壁上端ま一でが高すぎ一ると作業に不便だし,低すぎる一

 と1煮泰,躍益山一す一ことがあるのでき。㌻員鰍位が適当セーあろう。
 水深は必奏1と・応じて深浅伺れにでも排水垂き・赦で加減できる・よ・

 う.にする必要師あ糺
 池の屈・,・池底は.土.壌,一.抄確でも飼一青で一きない一.とと一はない

 が,、ズ輝け池掃除,その地管理上コンクリートにし二た方が効率
 がよい。・・'、一一一・1一

 年排水口∵・・水一9疎通を絶えヂ良好に深・づ干とソ魚を逃一
 さ卒・llこ!紬良三し・好榊苧省は遂ピ坤呼1こ.㌣1㌧一
 な注意を払・って水管理を充分1こしてし・・1)。.、

 養魚施設中一番大事た箇所で此¢)部分が不完全な為の失敗劫が

 非常に多いから充分冊尭すること＼,εの部分にIは県費をねじ、

 まず軍令な工事をすることが肝要セあ三;;
 特に注水郡は幕下する水を;朔上して途け志あでしこうし.!ろ工夫を
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 こらず必要がある。

 排岬の金網及び賓粋はよく・.目'づ1ルて・魚の成長1干拓って大
 きい自のものと撤.り替える位の注意'が欲し1、・。

 ア丘・マ。又。ように急流に棲む魚は,鐘.像を絶する位の飛.躍力を一

 時ち常に逃逸しようとしているから油断は禁物一であ季。.
 地の棚壁・一・・種類によって次の利害1・知ある。

 素.'堀…経鍵は要しないが・土質次第では壊れ易くて'.
 管理.作'業に不便,どぶねずみ等の蕃敵が侵入し易い口

 '板囲.…耐用年教が短いこと㌧最1⑭李材価椿では割
 安では応:い。

 玉石コンクリート・.・・上記の火点,1二・ゴい1一・経薮を要し壁の
 厚さが充分でない一と土圧と.水圧に絶えないで靭れ・ることがある。

 プロツク漬み一・・..工法が簡単で最逝多く度用されている。

 いずれにしても牢排水≡!=!1ζjけは㍗クトト・で夫に施エトた一
 い。又水≡j口き蔀が堀れない一ように玉石コンクリートか板を敷い

 たが畏い・。

 池の数。…ユ画でも飼育できるが,出荷のだ.め大小を区.分
 して飼育して。oかねぱなら沁聯合もあり少くとも3面カ)ら5面

 旭の池があると漠利である。

 劉繁の場合,池ユ面の人もあるが,事業として行う場一合は少く

 とも5間～ユO画を傑荷するのが普通である。

 生産の窺漢に応じて色々変ってく蕎こξ牢いう奉でもなし二が早
 次・のような考えできめるのもr方法であろうr

 稚鮎.ユ万尾(約375鞠)を買入れて400K茅位㍗卒揚げとす
 世2の

 れば&。3並当りユ。I晦と見て⊥30切K面が必要くなる。.ごめ

 筆合Iユ・縦ユ苗では途中で大4・を選別する一1つに千1圭であるか.・
 らナ・・雄崖を・面位作?て;構/と1吏季ザ三亭㍍
 い虚当/の放養密産は水産が多い場牟は}壬H㍗ψ・られ
 るが普通ユQO～200繕位である。・
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 池の配置・一二・一.卯た管理年染に便利た様に通路に対して
 配置する。'I、一一グ
 池がとびとびに散在してい'る勘合,給餌,兇糧り,魚の杉謬1を

 行う場.合弁儲に不使一を感じる。

 飼育ヰには必ず魚に犬少が生じ∴こ札午をのま㌧紛けると小さ
 いものは益々成長が遅れるので池を並列するとこの選別作業は

 比較自勺簡単となる。

 養魚場の動き

 ユ飼育概況

 (38、ユO,20現在)

    下一''飼育魚種名1飼育I数量i販売教釧備考
    食用マス.1†50晦147aユ正彰1_↓___}_'一_
    ・食用アユ    食用コイ・・蝦、・?41ユ・・陪・…lIl

    80,OOO(推定)25,O・憎11    稚コイ

    稚マス50,OOO(概.数)    '一■ユ肌・壁…舳・尾出荷予定
    中=羽コイ600.鞭    一一一'α8しL
    親ゴIイ200尾コI

    ≡一一一I
    .親マス候補300尾:ミ

    †lL親マスコニOQ尾;1 L墾_こ二

…

2業務概要

 (ユ)溜池養鰹取揚捜遵

 ユ0月2日～5日大口市青木片牧氏の嘗理する溜池の池水

 取卵技術指導を存つ㍍池1まがん概用でふるため定全藩水
 ・できるようになって!、、ろ。従来り収=揚げは魚が少Iなかった同電一

 係もあり完壁落水を・行うた後であったらしく,今年も百万尾

 からのコイ仔を放養しているめに従来の方法をとろというこ
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 とで・、あIつ≡牟が・溜.池一は誰土が多い1・こと離水が殆んどないこ
 とから擬終取褐げjま危1筆と㌣・3.6g二一泣の水面:廣にだ?
 次と・き排水幸止.め一て細1引な打つだ。緒:郎琴か㍗亭㌧第ユ
 1回岬に漁獲され.た魚が坪水の乍苧。.醇吸困難にならだしたの
 で縄、春ら出して魚を休息.き芦る定め人を全部弾から帥たロ
 ユO一分位.で魚は恢復し,∴30分位して蕗男幽の縄採捕を行い

 言1共事=に示冬了した口

 (考舳取揚1ゴで曳那ポ5場合・は網の長さを=考
 慮し・てで.きろだけ水酋減を残した万が鮎ミ擶奉李い1午うであ
 る。泥水となり..負モ、が鼻上げ一を起しばし帆・たら'注水・をヂ子一うと同

 時芒三池から幸.率1'・水を二呼止㍗,ることが必要であ∵∵
 は一必要人負以枇叶千れ志い.とどが肝竿.で㍗
 .(1)十曽湖の飼い一f1千、声予一雫一次紬結果
 上O月22叶曽㍗雫r次採岬を行っ㍍

「
 〆一一、＼＼、イ丁丁㌧＼一㌧.

＼＼_/
十菖111

ノ.
 ノぐ・1一・

劃
、

十曽湖 /

■

1
1

一

 ∴、∴、,.∵ノヘ
 ㌧ノ、}_'r一}一ノ。
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 操業概要・・I・図中Aの部分・は今年ブルドーザーで餌場とし

 て整準後輯繍し・て給餌を行ゼ湖中d無を集めるよう努.力しある
 程度の飼い伺.に成.功し.・た。操業当口は準嫡が完了して・ユ2時.
 頃没餌を行い約ユ.O分位で集まりの状況をみて図Bの場所に50.
 肋の曳網を船で投入した。・投入塒閥は3分位で一,しばらくして

 浮木の上をコイが躍をしはじめたので・くい木を立て粥を宇

 づりにした口摩縄部の水深はム3椛位で沈子部に神石が蟻磁な一二

 ため,すぐ30脇の地曳網'で建網内を曳いた。第£回はユ時間位間

 仕帥1㌻い.て.打つたがわ.すか'の漁獲をみ一たのみで・I～.1叶司じ
 あった。

 .、胴果一・・集合魚中約30%泣の漁獲であったと推定さ
 れる・疹,.'下記のとねりで一呑った。
 コイ⊥5」一。ユK穿(328員…)

 雑魚一3αo醇(

 (雑魚=。・ウグイ,カワムツ。その他)

 蔓
・

 筆二g一



 7K産物の蒲焼防止に関す勾試験(3)

 瞬間浸漬昨よる.乾峯晶の楠焼防止
 製造・部.

 水産物め油焼防止に関する破究は数多く行ρれて:ねg・わ砂.
 。〕れも胴溶性BH。一A,BH工,水.溶性エリソルビ1イ酸について.
 色・行っ一できたが・一いづれも水に対する溶維が極φて低/=・.
 便用に.際して困難を・ともなう事が多い。こρ欠点を補うため,

 寧近坪界面活性剤を配合した・乳液・亘.・…吋叩され
 こIれ'らの鋼製舶を用いて,比較的縞い濃慶の授.漬液に原料魚を

 癖閻帥一に浸しただけ。で十万効果一があ父,実岬のできることが認.
 られている。

 この方法は非常に一節・単で・特別は済鋼や技術を必要・としない
 一のでその実用化水劃待される。今回日本揮発油漱より提供をう・

 けたので長時間渥演員HAとあ比較試験を実施した。

 実験材料及ぴ方法

].)BHA

 2)乳液BHA'

 BHA⊥O%,植物油40%,ソルビタン脂肪酸エス

 テル5%,水45和より一二=る調製品。

 3)乳液BH工

 BHエ」.5%,植物油'■5%,ソルビヌス脂肪酸エス

 テル5%,水43%一よりなる.紬製品。

 実嫉に使用したもりは平均体重70牙の鮮度良好のあじを頭

 割り,背開きとし,Beユ6'筑水に一尾3時間I塩漬,下記一調製品

 (乳液)を'うすめて調.製した浸漬液三によりユ～2秒間浸僕を行

書

 ってから(正1亘Aは従来のとお一りア機ルゴールに溶かし,塩漬を

 に混合淺漢)!・時闘日乾後・ポ/lエチレンg.袋に入れて冷蔵
 塵に保管,一定期闇一気に綾肉よりクロロホルムで抽出した油の

 週酸化物価,駿触並.びに官能検査により酸化防止効力判定を行

 一ユO一一



 った。

 A対照一...ll

 B長時間澄渡B耳AαO工%

 ○瞬間擾準乳.液B早Aユ%(BH-A含・量'αユ%)
 D瞬間浸漬乳襖BHTα66%ぐB亘丁含鑑αユ%)

 繕柴及び考察

 保存中gあじの一宮能検査の結果を第ユ表に示し.l1蔓肉か・らの
 クロロホルム抽出油の逓酸化物価及ぴ酸化の変化をI塙=3表,及

 び第]二・第軍図にボす。'、
 第ユ表官能検査結果

 (記).工、.腰部皿腰
 ・体色

 ∠。正常(生鮮)。

 2、かすかに黄変。

 3、一一イ蔓カ)に一喪i変。

 4、.酬らかに童変。.
 5、.一や㌧赤味がかった。

乱

味,真一

 全く率芦ず
 握かに腐臭

腐臭

 一一ユユー



第2表  過酸化物価及び酸価の変化

 1区L.兜...藤蔵・日.竺..、..上....三.三.j..隻..j
 ≡分1・、・,・:・、プ・、・、・・、・1・、・、・1・・、・1
 1・一十一一一一・一L-r一一一叶一一一一一…,

 ・え∴ξ土{十峯→ト圭一㌻汗∴エ箒,
 ・ユ・ユ制1.・宝・・lWい・・1・・ユα・・1
 ・.・舳.L進一意・・ll・ポ1…l
!;1一考

300

 第回過酸化物価の変化 第尾図

 、、偏
 酸化の変化

 尾O

 £oo
■5

 ユ。
ユOO

 246…∋ユOユ男14 2全.6 8.⊥0ユ2ユ4

 乾燥終了後に和'げる,こ一れらの試料の外競は殆んど相異が差.ぺ

 められたかったが,そのクロロホ.ルム抽出油の状性一をみると,

 酸化防止剤を使用したものと使用しない対照では・かたり大き

 な差があり,特に過撃化物価に大誉な開きが見られる。.瞬間澄
 漬区と長・備間浸漬区との差は顕著セないが,効果は表4)れ一でい

 る。

 貯蔵ユ3日目に利いては,対照区と薬品添加区は明らカ)に,そ'

 め義を表キ)して<る。一方官能検査結果と、油脂の性状のI変化,

 特に過酸化物価とは相反する関寄がみられ?'が・これは酸化の
 _、ユ、_姦



 進んだ杁忠こ忠;1ル^チ」1夜BHAと.乳離BHTの効力を比較す

 呑と・油一j岬帷状から.午て・'秘鮒酸・化防へB・HT㍗力を発
 揮ず一ると・思1わl11蝋。・帥1検査一め結界1字・朴ては殆んど欄築^
 かった。しプ}・して1.⑳1試'=料;は貯蔵期・間中に一於1ける酸化を促進すると

 温慶,光線の影響が少ないので,普通加工喋・老の貯蔵する条件に

 約いて1は,その差カ三一衰われてく・ると、蟹、,三).れ・る。

 第■.表の結。榮よ・り・みると瞬I間浸漬法と抗二酸化剤をア。ルゴーに分散
 原料'漬込み.を行二う一従来の'方法とを比較する・と,後者が僅かにすぐ

 れているが,これは酸化防.止剤の前老に比.し大きいためと、皆、われ

 瞬間浸挺法については,今後酸化防止剤の・濃度,浸漬時期につき

 検討するこ.とによって期待しうる。

 酸化防止剤の伺着豊について

 瞬間浸演による酸化防止を実用・化するた一めには,魚.体表面に付

 着する酸化防止剤の付着盤が酸化の状態に影響し,又付着を確認

 雌から・午岬面に.付着する.量を測雫し.・そg弾果を第二る寒に示
 す。

 第3表酸化防止剤の付着量

 卜÷劣与毒。帖1
 1一一←一十一一一・

 乳液BH

        '』三1』『」.lL同九1]'■lu

        「二■十着亭ニラ3パαOOユ31フ.・ぞ
        24区ぴ'・4思.886α00ユ・a6_十一一L一一一_■■422α00222㌧        一3・4Q.5一生⊥4.1Trl・土1・・Q9.434。α002・34

        A54巳ス・..464..α㌣.⊥56一.QO-Oユ・5§

        63a4365⊥.ユ5IユエαO03ユエ

        8一』一ワし1・一⊥7頁Q00ユ76         一、

        ユ.58Q.00ユ58

        十
        943ユQ0023王・

        十8・・ミ=姐2.一・O.OO鳥ユ2

 一ユ3一



測定

坑酸化剤

 二乳液B-HT

 、」土坐

      F

      定浸漬前浸漬後      魚体付着量魚件ユOOダに文相I      ,一一■'

      魚体重量漁体重量調整液i抗酸化剤
      ダ4ム?夕4之9'      ユα6-8488。'α00288

      一■一一.一__⊥^_.

      含4&44生9⊥6ム69-1α。。……
      凹■一一一一一

      34⊥9・.4ムユ一』2H}尽861α0。尾86.
      一'L一一'】

      4牛十斗440q6ユ45
      ■一一I`

      ゴ545ユ.4旺8α?ユ64
      64.⊥64κ4α8ユ9主
      一''■一

      }

      山一・■.      ド       一一一一'.〇一7土正二」4加州」些"..生とL.生饗r」三       ∩ウ±○ユ690尾ユ9'≒ン・羊
4と8

Q7

 魚体ユOOタに対する

 α00288牙

∵
ユ45

ユ64
 一一■■一一

ユ94

±○ユ69

 0尾ユ9
 ■一'.■■

 ㍗着{ξ…
I■

一

 これjl.、よ・ると擁厚生省の食品添加物締規{1で規制する乾
 響舳1に対し川以下の許容量ユよ1・多い1?でか少
 いも.ので.㌢。鐙程・度に・すぎたいが山■は試料が乾燥前に測窄
 した結界であるので乾一燥が進むにつ1・・、か.志.り付着豊.も多い
 る.一方酸化防止剤の消失ある干'恵がτるクミ1・今後の追試ρ必要
 がある。

 な佃二度調製一し1た調却は使j・掌.を反復・す・ること.によって稀釈
 さ'心三思わ小傘・・岬試蟻1の竿果てば判明し難いが・製品
 の外鉦一,油蛆昌の性扶よりみてか.寿、り反一復使・用でき・加工業名あ

 製雫価格への影㍗、大きい.と∵帥れる・
 (.注)一、価格

 茅!廠.,・一・.干斗・幣・gOO'甲

 要..二約手㍗1.早・∵∵∵o一円1
 ユ)一.」あ一し塩乾品に対する界一面活性剤を配合し。た乳液B早A一,

 官一1・'二手6瞬.i蝉・漬に,よる酸化防止?効・果が示された。



 ・尾)従来のアルコール溶媒によ季BHA長時間浸漬と比べ・
 殆んど大差ない酸化防止の効果が示された。

 5)酸化防止剤の付着娃は、実験結果から判定すると食品
 取輝現員i1岬容愚以下で・かなりの回数反復使ハ1で.キる.

 一と思こわ;itる。



 漁、業部

 .苧.・.・月と、も、即・卒.坤;幸二/・ノ・月は6筆だけ㍗るパ部台湾
 東方で操率.し・下いる一対は一・東支那溝の29～3ハ・・/2ポ～
 ノ28.E附近で操莱している。

 漁獲・1勿を'比ると一ド表のと肥りで台湾東方漁場で.はマグ・口類が金

 一体の略50%を占め(ピンーナがユ9・8%・キハダユ6・4%)でマ
 ク'I口づ員は。.5弘に過ぎな.い。

 鈎獲率を見ると台湾東方漁場七はマグロ類;エ何れもユ・00を越
 え一る漁場は見ら司一しず一,23～24N,ノ25～/26瓦附近火.ぴ

 24～25N・・ノ27～/28E附近でマグ『・カジキ類討二噛獲
 獲率がユ.30とユ.ユ⊥を7r一している程崖でる。I東支那海漁場で・は

 30～3/N,ノ26～ノ27田附近でカジキ瑚計2・生ユ(バシ
 ョウカジキ2.23,シロカジキO。⊥8)が見られる外は。29～

 3・N・ノ27～ノ28倉・3ノ～3バ・./26～ノ{二7.E附
 近でサメが夫…g・6及び7・50を示している程度であシ

魚種.別組.成表
     ■一'■一山一L一山^

     ヨ1.漁場台湾東方東支1腕1一一一
     魚種尾数組成一尾数組成

     1
     '一一

     ビン十ガ一〇I69ユ9.8一
     メバチ47コー3.5

     キハダポ斗ユ642O.5
     .、エグ1..2言仁.ユ734=9.72O.5
     〆カジキ⊥95.8

     マカジキユ0382.2

     クロカジキユIO.5
     一一I'一ユエ.6

     '一一一

     シロカジキ43

     バショウカジキ2O.o9全25,3一'■I
     一一一一一一.

     フウライカジキ267.6

     '山一一.、カ...～.キ計着葺1■46■■一'一39.4     一二一一。.一__一21里皇姓莚サメー一一一一H総計→ポ1ユ4839,9転可否6王     37ユ⊥OC一■''
     ←'L'一■

 一ユ.6一



 ビンナガ釣獲率.(断口38年⊥0月)  マグロ・カジキ謙釣獲率

 (醍訴口B8犀ユ11O月)



 一般リ.況(ノ0月分)

 嚇鹿児島入港一船の漁況■一ミ

 上旬),鹿I児亭湾口下帯に.おける・バセウカ:ジキ流刺縄漁は前
 月に引続き活'刎をみ1せ・マグロ延縄船による・/=ソ.ウの

 ㌫㍍∴0-0本('1尾2。～子1-Kg)程・
 湾内八円網1ま湾口か・ら一湾中央部に.かけてユ師・.6～
 ユーOO柚の小アジ・豆アーゾを漁獲し.たがカタ・クチ1=ま少

 岬った苧.よ.ザ(.lH屯程.摩.)
 近海サ・ノ1干秤釣㍗入港が峠しllまじめ・ユ航海・.一

 .日,操率でユ,500呼程度の大。中サバを屋久一島一湊沖合
 言魚i葵したd

 野間地方面の一ブリ飼育は⊥日200～300尾榿皮

 のブリヒラスを・・漁獲.し,かなり活況を呈し・たもようで

 陛・送一でユ日1Iユ{'ξg尾(ヒラス9害刮)程巖の入荷Iが昌立
 った。.

 こしき一島沖合におけるヨコ.ワ曳縄漁のもようは不明
 であるが2回にわたり500・陶程度(■尾ユ.5晦程

 度)づ㌧入'荷をみた。

 中旬〕'近海サバ天秤釣は活況.をみせて細り,ユ航海2,000

 ～3,800K茅と漁獲量.も若干増加してきた。ヨコワは

 県内ものは少く五島方面からの入荷が目立ってきた。

 バセウ流刺網はようやく下火どたりユ日50尾程度

 をみせて,し、る。

 プリヒラスの入荷は前句とあまり変らずユ日ユ00

 ～弓po畢程度でヒラスが多く・その殆んどが野間地
 方面でI漁獲き・;;'したもの。

 湾内八田網は豆アジあ夕1.1ニガタクチも混りユ統ユOO一

 丁ユ8一一一



 ～20.O箱を谷山・垂水神で漁獲Iし・た。

 下句)東海サバはね釣の第.ご船が入港しIた。

 漁場は魚釣島.西方一40浬附近で7日操業で'9,O00

 暉,魚体は小サバ(冒,L£6・O・～28011.;;1;)が大半で

 反応もあ.まりなかった一もよう。なお第2一幸船は28。

 一ユ・,ユ鳥ト・'・附近でホン;ナハ混6(老～老)
 の中;小型を漁獲している。.

 近海サバは依然として好漁を続けており,漁場も一

 湊神台に始終している。

 ブリヒラスの入荷は除々に増フ卿し,ユロユ00～50

 0尾となったが,ブリの増加が目立ってきた一。

施旋網

 片手中蒼の漁場は上句は片浦河・中・下句はこしき亀の西海

 域主にムロ・中.アジ.・小アジ。

 '放。手巾着は野間岬沖,佐多婦,屋久島沖合.等多方面…こわたり
 ウ・ルメノ」・サバ・小アジ・

串木野港

句

上
中

下

計

統数

9

34

ユ9

62

 漁鐘高・(箱)

ユ,224

・9,ユ3ユ

島409一

 二L2,758

 ムロを漁獲している。

 枕・崎港

句
 一
‡
中

下

計

統数

易

 ユd

ユ5

25

 漁ヨ隻萬(箱)

ユ,800

6400

ユO,450

ユ8,650

 瀦カツ才漁業

 小型船の漁場は七島及びこしき轟・大型船は宮古・八重山・

 台湾東沖。枕崎,山川の入港延隻数はユ45隻で前月に比べ約

 名,碑獲量はユ86男トンで約800トンの減少である
 小型紛り平均漁獲盤は4.4・トン,大型1沿は267トンと繭一月より

 り女子{魚.である。

 一[ユ9一



山川港

 旬隻一漁獲高て鞍)

 上5669ユ、5

 中ユ.ユ..ユ5ムO

 下ユ6.上50.0

 言†83995.5

一枕崎港.

旬'隻漁一獲高(雫),
 」±30一・4ユ45.

 中ユ月⊥74

 下ユ8278

言下66866,5

 定置観測(/I0月分)

養殖.都,

 ()旬別平均水温,比重∵(満潮時観測)
       一.■I'

       表.雨水温℃一換苧比重孔一
       一一一一

       年差平均       ■2026,401前句差1平年塞」L-1+L・。'       五十。8。
       二

       中2a97r工OO一d㍗1.3ユ

       下1」尾2.08一0891さ一〇{93エユ9'
       月平均123.09工41一一
       `.}一一一___一__一_

 ○水温一

 2工9～2ム6・Cと変動し,平年と比較すると上旬は上一2℃

 の低目,中旬前半に平年並となり,後チから患痘に降下し,下

 句は22℃台の演ばい状態となってし一・る;

 ・月平均水温は9月より3・一2.℃も低く杜り・・平年軍とはα9℃・

 一月OT



 輝目とたつで三'るア

 ・比重.:lI'一一
 ・・～・一1.ると高比重の状悦が安定し.て一いる。

 月平均1㍗㍗、で・平年よ{柘目を∵札
 1O月の水温・比重の変動



 ☆☆寸r☆☆ザく☆.☆☆づてづk

 ☆奄美短信一☆

 ☆☆☆☆去☆☆☆☆☆☆

 天高く馬肥ゆる秋,暦の上では立冬も過ぎたというにここ大

 島では今が最良の苧節.といえようか・しめぎ易いこの頃ではあ

 る。

 去る1ユ月3日文北の日を皮切りにユO日迄の8臼間一,竜一莱

 郡島復痛コ.O周年記一念と銘打って数々の行事が催され一たd幕明

 ・けに行われた小中学生を初め由丁民繊中の三チョウチン'行列を見る
 時,ふと彼の紀元2600年祭を思い浮べると全時一に待望の復

 帰を勝ち.得た当時の感激が如何に大きいものであったか.,その

 一一端.を伺い知る事が出来た。続い丁郷社祭神のミコシを初め各一

 連会の出率が本試前広場に集り相撲にりに賑った港祭,はた

 叉各掌校に対するテレビ贈呈,復帰を語る会等々意義.ある記念

 行事ではあった。

 記念行事最終卓の10日町体協主催による職域大蓮動会が」開
 かれた。分場職員も県職チームの・一員として.他の13チ」ムと

 対戦,秋晴れのユ日を重心に帰ってはし・やいだ。善戦むなしく

 ユ2・位と成績は香ばしくなからたが参加すること・に意義があつ・
 たとしてチョン。耳・研究負等長い身体に35Kもの俵を担.ぎ相=

 当にこたえたらしくあちIこちの痛みを訴光一でいる。小生も.駄馬

 にむち打って担いでは見たものの気はかりあせつ七足は進まず
 ユOO米走るのがやっと,やは一り年には勝てないものか?

 奄美沓復帰してユO年・その間あら:ゆる方面に一復興・資金が導
 入されて来た一=学校,道路等恒久施設は立派なものであるが耳
 面住民の生活はそれ程同上しているとは思われない。単に・漁.業一一

 甲を見ても,大学船の建造,港湾施設の充実,。築磯,漁具改善
 等々相当額が導入されているが漁獲鎧その他から見てさ程向上

一22一一



 しているとはい㌧切れ一な1、・。もちろ一ん1一朝ユタに成・果が一現れる

 とはいわないが何と一たく消化不畏の・現、象'を感・ずる。漁業だけに

 限一らず折角の助成事・業が素通.りしたんではなかろうかと思われ・1二.

 るものも李る。せめて来年度から初まる振興事業だけは後世・に'
 憂いを残さぬ様進めたいもの。

 分場では去る6月より延々5ケ月閥,係員榎食を忘れて没顛し

 したマベ授精.事業,努力1pかいあって成績上々・過日放養した。

 ・母貝になる迄残された間趨は多いが著しく脚.光を・浴びた奄美真

 珠養殖桑発展一のためにもじっくり以長を見守りた.いもの。コン

 L}一スタンドな生産基盤の確立を期してノ王

 選挙戦も今・幸たけなは,新聞にラジオに各地の激戦模穣が報

 道さ1冊ている。とはヨ、。・えここ瀬戸内では静かな選挙に終りそう

 である。時たま傍繍.老が訪.れると・1千い。うもののいづれも名的
 なpRに邸ず政策なるものは帥ポ{一生守革舛の対苧・
 否総選挙はどこの国の事かピいいたい。解散の大戴.名分は如何

 にあれ物価間魑,改憲論議等々陣衰我々の生活に響く選挙だ何
 にもう少し盛り上りがあってよさそうなもφ一I㍉何とも,納得出来

 、兼ねる』何はと.もあれ安心して国政を委ね得る人糞選びたいも
 である。

 ■963年.K、ポ

 一・2・3一



↓・1㌔★☆ }一1州干、

 ☆.各軟..
J'^^“}
 .^xx州

 .■躯}“,,へ'
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 ○・業部.。・.,.・ぺ一
 藻「かもめ」は開聞神大型魚礁設置予備調査の、ためユO月。'

21日出港26.日帰港

 類人.駁で機関の修理をしていた照南丸は順調な工事で29

 日終了3ユー日無事帰港した。

 灘・.・月.ユ.P、戸.照印.邦.財れとな/鮒鮒及び冷水対
 策の海洋観測のだ。めに出港。1■月末帰港の予定。一

 蜘「かも.苧」峠ユエ月1ユ日曳縄漁業試験一の狂の五島ブナ面
 .炉。.ら,宇治郡島周辺にかけて出漁中。

 ○上製。率二部.
 操.う一レρし牟。企業化一試撃.

 祁舛揮活用に1よ坤繋・の商品/ピを目11に企業/ビ試
 撃実施・手近岬村加工壬峨多大な関心が寄せられ・現.
 在販苧弾'札、二

 '納・麟餌料化試験(継統)1
 内臓を加熱処理し,冷蔵保瞥中に・拍ける変敗を防止し

 鯛料と・しての適否につき試験継、航
 楽からすみ加工試験言.

 鞭調味ふぐ加工指導三≡

 鍛調味ふぐカロエ講習会(根占)・・

鍛漁村加工講習会(酉之表)

 ○調一査部

蜘海密漁
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 引きつジき試験中で,≠ダイ・カワハギ等極めて食慾旺

 盛。イセエビも摂餌率がなり亭く・1一・∴従来の各地報告に比、べ
 て驚く程で為る一.(詳細は後」ヨ.,堅纏.め発表ρ予定)
 タコはI生殖のためか,大型のものは餌付き不良となフてき

 .た・一・月下句㌻・・.月↓旬放流の…以下川のもユ・
 月上旬に一は,■晦以上のも=のもあり一一,猛崇竹Iの巣一壷に6匹

 は産児していた。これら産鬼タコは。別に隔離して,フ化

 ・育成試験中で奉る。.

 蝦皮革工場廃液による水資汚続事前調査

 阿久根市に建設中の皮革工場の廃液による水資汚統一に備

 えるため,i0月23甘から26日までよ日間,水'質;底∴

 質,生物一等のI調査を実施した。・・

 轍ハマチ病害対策指導・その伸
 10月末ユー部めハマチ小割式に寄生虫(ム励仙他)一が.

 発生したので,塩水処理指導を打つだ。・

 1ユ月ユ日現在,ハマチは上1晦～ユ.3陣デ㌔式

 2年養,殖ブリ(牛根養漁場)で53～43陣に成長。

 チダイは80へ120∂となり・体色も天然もの1こ比べ大、
 きな差はないようである。

 薬その他三来年付予算編成業務・種菌センター計画作成

 ○養殖.部

 ※7月下句から.大島分場で室内飼育中のクロチョウの幼生・

 はユO月に入り殻長.2～3鰍に成長したものから逐次細目

 の'網籠に入れ自然海面での養成に切換えてきたが,今年は

 ユエ月■日を最後に総計3,787個の稚貝宇出すことに成
 功した。これを過去2ケ年一の成績.と比較して見ますと,昭

 和36年度47個,37年産990個と逐年量産化の傾向・

 にあり,今後一大規模な種苗生藩に明るい見透しがもてるよ

 」・2b・一



 1になつ㍍二;・。二
 ※■・0月22日～■ユ月1日までご'しき島里一村にお・いてア

 ワビの人工採竿試験を打ってき.午が・単}'1反雛慶刺激・
 空中露出・出用虹理等によって産卵.誘牢帥繰1返し
 実験を打つできたが,一とあ回も充分な正常卵を得.られない

 ま㌧実験を中止した。.

 熟期や水温二産.卵誘発万法等1とついて更に検討

 第2回目をユエ月25日から実施の予定です。

 蕪い'よいよ㍗も呼移殖の目1期モ〔なり李るユエ月ユ5日一
 出水市に帥舛の㍗岬に運g関㌣業者一の配付
 が終ザ,一ζれに続いて肇込指導1亨新村研究員大繁忙。.
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆分.一場..日一記☆
 ☆☆.☆女☆☆☆☆☆☆☆☆.

 ○庶.務係

 ■1月5日奄美視野審議会委員永野芳辰氏・自治堆行政局I
 振興課長株溝氏など'中島I大島支庁の案内で来場(奄美復興状
 況視察のため)。

 ○養殖'係

 去る7月から続行してきたマベ室内採苗試験はユ1月■2

 日までその予監貝飼育を行い,3-448個の稚貝を生産,同じ.

 ・・月から.瀬戸口.甲究員かIら引継いだ…クロチョウガイ戸採
 苗試験でもユ1月1日までの室内飼育により,3787個δ.

 稚貝を.生産した一。'

 その後.,これらの稚貝は,瀬相湾に垂下養成中であるが,・・

 例年ユ年後の稚貝Q蜷死が大きいので,一1ヨ下,垂下層を変え・,

 養成を試みていIる。

 ○漁I業係

 カツオ漁業も本年は例年より1一ケ月も早く終漁をむかえ,・

 現在では,小型船による」那釣,僅かではあるが,漁獲をな

 している。瀬戸内因]諸鈍のムロは漁、湖となり本年は。期待が

 もてそうであるので,宇検村と瀬戸内沿岸の.ムロ漁業調査を

 実施中。

 ○製造.係

 10月下句今年一度最後'の、ウニ.加工試験を実施したら完熟

 卵多きためか固り悪く良品とはい㌧.難かった。

 ■ユ月上句ギリーソサイ加工試験実施。
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 〔特報〕

 東海。サバはね釣漁況(■O月)

 東海サノキもいよいよ開幕された。本年は10月8日.夏ツー一4で
 N…123{」O・5'Eで・■OQ鞠の漁準・か・・ら・始?.・牟.。
 漁場はそ・の後中旬1と25。一45グN=一,一.ユ..22≒49てE,下句.で
 280-08/N・ユ2ポー26!画に移動している口..
 水温は上旬27.o」C,下。句23.3～23.6」Cであり,1..6月

 中・出漁船Iは華4隻,入港船一はユ隻だけで1.1.5一トン。3α五,QOO:

 円の外揚豊一一であった一。

 本年牡漁1獲物中老～岩程度の中一小マサバが混獲さ1仲でいる.の
 が特・徴であ1る。・魚体はE耳・26～28脇一の小サバが大半で1魚

 探反≡応は小さい。

 聴1取調査による争年}O月の■夜.ユ・隻平・均漁・獲選は.不言弓のと
 おり.jであ.る。..・;・..一、.・.・、...j

 ㌔32年4,053K茅
.1.
 ＼33〃15,■68〃

 、34"3・5ユ6"
 、35"ユ3ユ8"

 36〃出漁禿沓なし

37〃0

38〃1,204

 なお照市丸海洋調査に細いて

 幸記漁場より外にN、.2・L・・一・㌧E一ユ。2・L・4プ玉こ書1合濃密
 なサバの魚群を発見した。その魚群は体I・長25～28脇一,体重

 ユ50ん250夕の中サバであ一った。
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